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最新研究トピックス

TOPICS1
　

アト秒電子パルス発生・計測

 •	テラヘルツ波干渉計による電子パルス幅計測法の確立
 •	世界最短の1fs 電子パルス発生に成功

最新研究トピックス

TOPICS2
　

フェムト秒時間分解電子顕微鏡開発

 •	超高速ナノ空間イメージングへの挑戦
 •	コンパクトMeV電子顕微鏡の開発

最新研究トピックス

TOPICS3
　

極性溶媒中の電子の溶媒和過程の研究

 •	電子溶媒和過程におけるフェムト秒過渡吸収スペクトル
の時間変化の観測

 •	初期過程を考慮した電子溶媒和モデルの構築

最新研究トピックス

TOPICS4 　
アルカン中のジェミネートイオン再結合と
分解過程の研究

 •	励起ラジカルカチオンの発見
 •	アルキルラジカル生成過程の研究

レーザーフォトカソード RF 電子銃加速器を利用
して、アト秒・フェムト秒パルス電子ビーム発生
や、世界最高時間分解能パルスラジオリシスの
開発など量子ビーム科学の最先端の研究を推進
しています。フェムト秒パルスラジオリシスとい
う測定ツールを用いて、放射線化学タイムフロ
ンティアを開拓し、時間空間反応解析によりナ
ノ空間内の活性種挙動を解明し、制御方法を確
立することにより次世代の極限ナノファブリケー
ションプロセスに役立てます。

アト秒電子ビームを発生して物質中の放射線化学
初期過程を解明し、極限ナノファブリケーションへ
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